
■ 技術相談に応じられる関連分野

Keyword : 運動、スポーツ、身体活動、心拍数
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・動作における足圧状態と姿勢、動作時の筋電図測定

横山 義昭

製品の作製補助及び製品の機能評価

・特筆すべき研究ポイント：

身体活動と運動の側面から、姿勢の変化及び重心と接地足跡の変動を定量的に評価するとともに筋電図の
測定を行うことで、健康のための製品とユニバーサルデザイン製品及びスポーツ製品の機能評価を行うことが
できる。また、高齢者の生活体力の維持・増進を目指しての健康づくり支援を行う。

・新規研究要素：
身体重心・接地足跡と姿勢変化を同期して撮影することができ、分析が可能である。

（１）運動と身体活動及びスポーツにおける心拍数、姿勢、重心、接地足跡の変化、筋電図を分析することにより
運動強度、運動とスポーツの特性を分析する。
（２）生活をより健康的に過ごす為の製品作製補助及び製品の機能評価
（３）ユニバーサルデザインのための製品作製補助及び製品の機能評価

生活環境と社会環境の変化及び高齢化社会を迎えることから、健康に関する問題が大きくクローズアップされ
ている。本研究室では、姿勢変化、身体重心、接地足跡、心拍応答等から、運動とスポーツに関する研究と健康
及び生活に関する様々な製品の機能評価を行っている。

① 静岡の地場産業である「下駄」の有用性検証（鼻緒がある下駄の身体に及ぼす効果）
② 「サンダル」の有効性（具体的な製品評価･･･複数）
③ 製品の評価：キッチンの高さの差違と動作の関連、浴用椅子の高さと動作のやりやすさ検証

傾斜机が児童の姿勢に及ぼす影響

■ 技術相談に応じられる関連分野

■ その他の研究紹介

Keyword : 高齢者、自立体力、超高齢社会、日常生活機能
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・自立体力のトレーニング方法（理念と実践）
・高齢者の運動実施
・自立体力テスト方法（理念と実践）
・姿勢と動作（家具などの用具と）
・履物の有用性

中野 美恵子

高齢者の自立体力テスト

2006年2月、高齢者の自立を目標とする「自立

体力トレーニング」を開発・発表し、以来多くの
方々がトレーニングの有用性を体感された。

その間、運動実施による自立体力向上を確認し
たい声が多々寄せられ2009年2月「自立体力テ

スト」を全国発表し、現在では自治体等でも用い
られている。テストは毎日の生活実態を反映す
る4項目の測定からなり、日常の生活機能や自
立状態を定量化できるものである。項目は、

①歩行能力･･･人間の基本動作である歩行がス
ムーズに行えるか

②身体調整能力･･･衣類の着脱のような身体を
調整する事ができるか

③手作業能力･･･指先、手首の動作などの手作
業ができるか

④姿勢変換能力･･･立ち上がる、のような姿勢・
体位変換ができるか

以上の「日常生活全体」を構成する４つの基本
動作それぞれについて、測定して評価すること
で、高齢者の基本的な生活状態や日常生活で
身体動作を行う能力の評価が可能である。

判定基準値は、静岡市清水区を中心とする高
齢者約1000名の測定に基づいて男女別・年齢
別に５歳間隔で作成した。女性には90歳代のス
テージがある。

これまで日本で実施されている文部科学省の「新体力テスト」・高齢者用は、65～79歳を対象として同じ項目が

実施され、判定表も年齢差があるにも拘わらず、一つの基準値で判断している。また実施項目も「握力」「上体起
こし」のような、成人実施の一般的な体力テストに準じたものである。

それに対し「自立体力テスト」は、日常生活実態が反映された数値を示すことに加え、判定基準の数値につい
ては５歳刻みの判定基準値がある。さらに 「日本人の平均寿命」を含みつつ、女性ではこれまで無かった「91歳
以上」の判定を行うことも可能である。

このテストは日常で行われている動作に近い項目からなるため、「簡単で楽しくできる」テストと受け止められ、
「またやりたい」テストと評価されている。 実施対象者は、健常な高齢者は勿論であるが、従来のテストでは対
象にされなかった、介護度がついている方にも限定実施が可能である。測定者に特別な技能は不要であり、安
全に、簡便な測定が可能である。

現在平成２７年度ＪＩＣＡ中小企業支援の採択を受け、タイ国における自立体力プログラムがＯＤＡ案件化へ向け
進捗している。

「自立体力測定」の「姿勢変換能力測定」実施方法
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